





論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は20世紀を代表する児童文学作家ジェームス・クリュス（James Krüss, 1926-1997）が40年の歳月






















｢ 島 ｣ や「海洋」を舞台にした世界を描くという独創性によって、ドイツ文学の中できわめて珍しい文学世
界を形成していることを確認している。
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あることを明らかにし、クリュス作品を子供向けの文学と軽視する論拠とされるその ｢ 素朴さ ｣（Naivität）
こそが、クリュス文学の重要な特質であることを論証している。もう一つのテーゼは、ドイツ文学の中でク
リュスが特異な位置を占めているというテーゼである。ドイツはその北部の一部においてのみ海と接してい
るという地理的事情から、ドイツ文学にはほとんど海洋文学が生まれなかった。そこでは、「島」は日常性
から切り離された異世界、冒険の果てに辿り着く場所というトポスと理解されることが普通であった。漆谷
氏は、クリュスの多くの作品の舞台となる海と島の考察から、この作家の場合には、「島」の象徴性がドイ
ツ文学一般のそれとは正反対の特徴を持つことを明らかにした。第２部において、クリュスが北海沖合のヘ
ルゴラント島生まれの作家として、この島をドイツ本土とは異なる牧歌的生活が生き続ける幸福な世界と描
いたこと、他方でドイツ本土の大都市ハンブルクを舞台とする作品においては、20世紀後半の西ドイツが抱
えていた様々な問題、貧富の格差、富による人間の支配、資本主義が内包する矛盾などを「悪魔との契約」
というモティーフを用いて批判的に描いていることを明らかにした。さらに、クリュス自身が成功を収めて
いたドイツを離れ、晩年をカナリア諸島で過ごしたこと、その島々を舞台に描いた作品が、この作家の理想
社会、ユートピアとなっていることを踏まえて、漆谷氏は、「島の生活」が特異な冒険の場ではなく、この
作家の生活および精神生活にとって大切な場であったことを説得的に論じている。
　ドイツ語圏にはクリュス研究者はこの作家の知人を中心に数名おり、伝記や博士論文も出版されているが、
上述のように、日本では彼の作品の翻訳者はいても、クリュス研究をおこなっている人がいない状況である。
その意味で、本論文は、日本においてジェームス・クリュス文学と最初に取り組んだ研究論文であり、取り
上げている対象の広さからも包括的学術論文と呼びうるものに仕上がっている。
　本論文についての口頭試問は2019年２月12日におこなわれ、漆谷氏は審査員の論文内容に関する質問に的
確に答えた。ただ、クリュスの同時代の作家との比較考察や、作品と同時代の社会状況との関連に関する質
問に関しては、不十分なところが散見された。論文本体においても、作家研究に終始している傾向が見られ
た。しかし、これらの点は、漆谷氏が今後の研究において補うべき課題を示すものであり、本論文の基本的
価値を損なうものではない。
　以上、審査の結果、漆谷球美子氏の論文は博士（文学）の学位授与に十分価するものと評価する次第である。
